
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに所定のチャネル間隔を設けて使用する第１の無線回路と第２の無線回路とを搭載
している親機と、
　前記第１及び／又は第２の無線回路を使用して外線機能及び内線機能を確立する

子機とで構成されるコードレス電話システムであり、
　 子機同士が内線通話を行う場合、
　 前記親機 が、前記第１の無線回路で 使用している通話チャネル
を確認する手段と、
　その確認された通話チャネルと所定のチャネル間隔を有する制御チャネルを選択する手
段と、
　その選択された制御チャネルを使用して、 前記第２の無線回路で前記

子機への内線呼出しを行う手段と
を具備したことを特徴とするコードレス電話システム。
【請求項２】
　請求項１に記載のコードレス電話システムにおいて、
　前記親機及び各子機に、リンク処理の成功／失敗と、その際に使用した制御チャネルと
を記録した成功履歴を保持する手段を設け、
　子機同士が内線通話を行う場合、
　前記親機が、前記第１の無線回路で使用している通話チャネルを確認する手段と、
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　その確認された通話チャネルと所定のチャネル間隔を有する制御チャネルを選択する手
段と、
　その検索の結果、該当する制御チャネルが複数ある場合、
　前記成功履歴に基づいて使用する制御チャネルを決定する手段と、
　その決定された制御チャネルを使用して、前記第２の無線回路で前記 子機から

子機への内線呼出しを行う手段と
を具備したことを特徴とするコードレス電話システム。
【請求項３】
　請求項 に記載のコードレス電話システムにおいて、
　子機から他の子機又は親機への内線呼出しを行う場合、
　 子機が、自機に保持している前記成功履歴に基づいて使用する制御チャネル
を決定する手段を具備したことを特徴とするコードレス電話システム。
【請求項４】
　請求項 記載のコードレス電話システムにおいて、
　親機から子機への内線呼出しを行う場合、
　前記親機が、自機に保持している前記成功履歴に基づいて使用する制御チャネルを決定
する手段を具備したことを特徴とするコードレス電話システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はコードレス電話システムに関するものであり、より具体的には、複数の無線回路
を搭載している親機とその子機とで構成されるコードレス電話システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
図８は、従来のコードレス電話システムで制御チャネルを選択するときの処理フロー図で
ある。図８において、処理が開始されると（ステップ８０１）、まず４６ｃｈが使用可で
あるか否か確認する（ステップ８０３）。確認の結果、使用可であれば４６ｃｈを制御チ
ャネルとして呼出し処理を行い（ステップ８０５）通話チャネルへ移行して（ステップ８
０７）、処理を終了する（ステップ８１７）。一方、ステップ８０３で４６ｃｈが使用不
可であるとわかった場合、次に８９ｃｈが使用可であるか否か確認する（ステップ８１３
）。確認の結果、使用可であれば８９ｃｈを制御チャネルとして呼出し処理を行い（ステ
ップ８０９）通話チャネルへ移行して（ステップ８１１）、処理を終了する（ステップ８
１７）。ステップ８１３で８９ｃｈも使用不可であるとわかった場合には、リンク失敗と
して（ステップ８１５）、処理を終了する（ステップ８１７）。従来のコードレス電話シ
ステムでは、以上のような手順で内線機能の確立がなされていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のような処理手順では、メインの制御チャネル（４６ｃｈ）に妨害波
がある環境下では常にリンク処理に時間がかかってしまっていた。また、制御チャネルが
妨害波の影響を受けていた場合にも事前にそのことを予測することはできなかった。さら
に、サブの制御チャネル（８９ｃｈ）を使用して着側子機とのリンク処理を行う場合、発
側子機の使用通話チャネルによっては、使用する帯域内にスプリアスが発生することがあ
った。
本発明は上記課題に鑑み、リンク処理時間を短縮し、かつ帯域内にスプリアスが発生しな
いコードレス電話システムを提供することを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するため、本発明のコードレス電話システムは、互いに所定のチャネル
間隔を設けて使用する第１の無線回路と第２の無線回路とを搭載している親機と、第１及
び／又は第２の無線回路を使用して外線機能及び内線機能を確立する 子機
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とで構成されるコードレス電話システムであり、 子機同士が
内線通話を行う場合、 親機 が、第１の無線回路で 使用している通話チ
ャネルを確認する手段と、その確認された通話チャネルと所定のチャネル間隔を有する制
御チャネルを選択する手段と、その選択された制御チャネルを使用して、 第２の
無線回路で 子機への内線呼出しを行う手段とを具備したことを特徴とする。
【０００５】
　さらに、上記コードレス電話システムにおいては、親機及び各子機に、リンク処理の成
功／失敗と、その際に使用した制御チャネルとを記録した成功履歴を保持する手段を設け
、子機同士が内線通話を行う場合、親機が、第１の無線回路で使用している通話チャネル
を確認する手段と、その確認された通話チャネルと所定のチャネル間隔を有する制御チャ
ネルを選択する手段と、その検索の結果、該当する制御チャネルが複数ある場合、成功履
歴に基づいて使用する制御チャネルを決定する手段と、その決定された制御チャネルを使
用して、第２の無線回路で 子機から 子機への内線呼出しを行う手段とを具備
することが好ましい。
【０００６】
　さらに、上記コードレス電話システムにおいては、子機から他の子機又は親機への内線
呼出しを行う場合、 子機が、自機に保持している成功履歴に基づいて使用する制御
チャネルを決定する手段を具備することが好ましい。
　さらに、上記コードレス電話システムにおいては、親機から子機への内線呼出しを行う
場合、親機が、自機に保持している成功履歴に基づいて使用する制御チャネルを決定する
手段を具備することが好ましい。
【０００７】
【発明の実施の形態】
次に、図１～図７を参照して本発明の実施の形態を詳細に説明する。図１は本発明による
実施の形態として親機を示すブロック図であり、図２は本発明による実施の形態として子
機を示すブロック図であり、図３は後述する成功履歴のデータ構成図である。また、図４
及び図５は制御チャネル選択の処理フロー図であり、図６及び図７は親機－子機間の信号
の授受を説明するシーケンス図である。なお、図６及び図７のシーケンス図では制御チャ
ネル伝送を波線、通話チャネル伝送を実線又は鎖線であらわしている。
【０００８】
図１に示す親機１００は、この親機全体を制御するＣＰＵ１０１を有し、このＣＰＵ１０
１は内部メモリである１１３及び１１５を有している。後述する成功履歴はこれら内部メ
モリに記憶される。さらに、ＣＰＵ１０１はＦＬＡＳＨメモリ１０３と接続し、各種デー
タの授受を行っている。このＣＰＵ１０１には、さらにキー１０５、ＬＣＤ（液晶ディス
プレイ）１０７、無線回路１１１及び１１２、通話路制御回路１１５、及びフックスイッ
チ１２１が接続されている。ここで、キー１０５は留守キー、再生キー、ハンズフリーキ
ー、登録キー、＊キー、テンキー等を有し、各種の情報をＬＣＤ１０７に表示する。ＦＬ
ＡＳＨメモリ１０３は受信した発信者番号等の各種情報を記憶し、しかも電話帳としての
メモリ機能も有する。さらに、ＦＬＡＳＨメモリ１０３には親機１００本体の動作手順を
書きこんだプログラムがインストールされており、このプログラムに従いＣＰＵ１０１が
親機全体を制御している。１１７は回線インターフェース回路で、一般公衆回線（図１で
は電話回線１１９）に準拠し、極性反転・回線状態検出等の処理を行う。回線インターフ
ェース回路１１７と接続している通話路制御回路１１５には送話及び受話増幅回路、定電
流回路等が組み込まれており、ＣＰＵ１０１からの制御信号で各種処理が行われる。また
、通話路制御回路１１５には無線回路１１１及び１１２が接続されており、例えば、外線
通話を行っている子機２００が他の子機を呼び出すときに、外線通話のための通話チャネ
ルを無線回路１１１で、他の子機の呼び出しのための制御チャネルを無線回路１１２で管
理するなどして利用する。本実施の形態では、この１１１及び１１２、両無線回路のチャ
ネル間隔として２０ｃｈ以上離すことを前提としている。
【０００９】
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無線回路１１１は回線インターフェース回路１１７及び通話路制御回路１１５を介して電
話回線１１９から送出された電気信号を変復調してアンテナ１０９から子機に送信し、逆
に、子機から受信した電気信号を変復調し、通話路制御回路１１５及び回線インターフェ
ース回路１１７を介して電話回線１１９に送出する。このように、１台の子機を用いて通
常の外線通話を行うときには無線回路１１１のみを使用し、無線回路１１２は待機状態と
なる。すなわち、無線回路１１２は子機２台を使用して内線通話を行うときにのみ使用さ
れる。例えば、子機２１０と子機２２０とが内線通話を行う場合、アンテナ１０９で受信
した子機２１０からの電気信号を無線回路１１１で変復調し、通話路制御回路１１５を介
して無線回路１１２で変調したのち子機２２０へ送信する。同様に、アンテナ１１０で受
信した子機２２０からの電気信号を無線回路１１２で変復調し、通話路制御回路１１５を
介して無線回路１１１で変調したのち子機２１０へ送信する。
【００１０】
図２に示す子機２００は、この子機全体を制御するＣＰＵ２３１を有し、このＣＰＵ２３
１は内部メモリであるＲＡＭ２４１を有している。後述する成功履歴はこのＲＡＭ２４１
に記憶される。さらに、親機１００と無線通信を行うためにＲＦモジュール２３３とコン
バンタＩＣ２３４が接続されており、ＲＦモジュール２３３にはアンテナ２３２が接続さ
れる。また、コンバンタＩＣ２３４は、音声出力部が増幅器２３５を介してスピーカ２３
６に接続されるとともに、マイク２３７が音声入力部に接続される。また、ＣＰＵ２３１
には、親機１００と同様に、情報を入力するキーマトリックス２３８、情報を表示するＬ
ＣＤ表示部２３９、各種情報を記憶したＲＯＭ２４０が接続される。このＲＯＭ２４０に
は、子機本体の動作手順を書きこんだプログラムがインストールされており、このプログ
ラムに従いＣＰＵ２３１が子機全体を制御している。また、後述する本発明による制御チ
ャネル選択処理のプログラムもＲＯＭ２４０に記憶されている。
【００１１】
図３は、前述の親機１００のＲＡＭ１２９、子機２００のＲＡＭ２４１に記憶された成功
履歴のデータ構成図であり、内線呼出しなどの際のリンク処理の成功／失敗と、その際に
使用した制御チャネルとが対応づけて記憶されている。図３において、列３０１は前回の
、列３０２は前々回の、列３０３は３回前の、列３０４は４回前のリンク処理の成功／失
敗を示している。また、行３１０は４６ｃｈ、行３２０は８９ｃｈの制御チャネルの成功
／失敗を示している。
図４は図３に示した成功履歴に基づいて制御チャネルを選択する時の処理フロー図であり
、図５は図３に示した成功履歴と、既に使用している通話チャネルとに基づいて制御チャ
ネルを選択する時の処理フロー図である。本説明では図４の処理を制御チャネル選択処理
Ａ、図５の処理を制御チャネル選択処理Ｂとする。
【００１２】
図６は子機同士で内線通話を行なう際のシーケンス図である。図６のステップ６０１にお
いて、子機２１０が［保留／内線］ボタンを押下すると、制御チャネル選択処理Ａが実行
される（ステップ６０３）。ステップ６０３に続いて、制御チャネル選択処理Ａで設定さ
れた制御チャネルを用いて保留／内線信号が子機２１０から親機１００へ送出される。同
信号を受信した親機１００は折り返しＡＣＫ＋Ｓｃｈ指定信号を子機２１０へ送出する。
なお、この時のＡＣＫ＋Ｓｃｈ指定信号も制御チャネル選択処理Ａで選択された制御チャ
ネルで送出される。続いて、親機１００は通話チャネルを用いて内線待機信号を子機２１
０へ送出する。同信号を受信した子機２１０は折り返しＡＣＫ信号を送出する。ＡＣＫ信
号を親機１００へ送出した子機２１０は内線待機状態に入る（ステップ６０５）。
【００１３】
ステップ６０５において［２］ボタンが押下されると、子機２１０から親機１００へ［２
］キー信号が送出される。同信号を受信した親機１００はＡＣＫ＋子機間内線待機信号を
子機２１０へ送出する。同信号を受信した子機２１０は子機間内線待機状態へ移行する（
ステップ６０７）。
続いて親機１００から呼出し先の子機２２０へ、制御チャネル選択処理Ｂ（ステップ６０
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６）で選択された制御チャネルを用いてＳｃｈ指定信号が送出される。同信号を受信した
子機２２０は折り返しＡＣＫ信号を親機１００へ送出する。続いて子機２２０は内線着信
信号受信可能状態へ移行する（ステップ６０９）。
【００１４】
続いて、親機１００は子機２２０へ内線着信信号を送出する。このとき使用する通話チャ
ネル（鎖線）は、親機１００－子機２１０間で使用している通話チャネル（実線）とは別
のものである。同信号を受信した子機２２０は折り返しＡＣＫ信号を送出する。子機２２
０からＡＣＫ信号を受信した親機１００は内線発信信号を子機２１０へ送出する。同信号
を受信した子機２１０は折り返しＡＣＫ信号を親機１００へ送出する。子機２１０はＡＣ
Ｋ信号送出と同時に内線発信状態へ移行する（ステップ６１１）。
【００１５】
この状態で、子機２２０がフックオフすると（ステップ６１３）、子機２２０から親機１
００ヘオフフック信号が送出される。同信号を受信した親機１００は折り返しＡＣＫ＋内
線通話信号を子機２２０へ送出する。続いて親機１００は子機２１０へ内線通話信号を送
出する。同信号を受信した子機２１０は折り返しＡＣＫ信号を親機１００へ送出する。以
上のような信号の授受が行なわれた後、子機２１０と子機２２０との内線通話が開始され
る（ステップ６１５）。図６における制御チャネル選択処理Ａ（ステップ６０３）を図４
に戻って、制御チャネル選択処理Ｂ（ステップ６０６）を図５に戻って詳しく説明する。
【００１６】
図４において制御チャネル選択処理Ａが開始されると（ステップ４０１）、続いて成功履
歴を参照する（ステップ４０３）。成功履歴（図３）を参照すると、前回のリンク処理の
成功／失敗（列３０１）の結果は４６ｃｈで成功、８９ｃｈで失敗ということが分かる。
従って、ステップ４０５では前回成功時の制御チャネル（４６ｃｈ）は使用可であるか否
か確認する。確認の結果、使用可であれば４６ｃｈを制御チャネルとして設定し（ステッ
プ４０７）、処理を終了する（ステップ４１５）。
【００１７】
一方、ステップ４０５において前回成功時の制御チャネル（４６ｃｈ）が使用不可である
場合、ステップ４０９へ進み、もう一つの制御チャネル（８９ｃｈ）は使用可であるか否
か確認する。確認の結果、８９ｃｈが使用可であればステップ４０７へ進み、８９チャネ
ルを制御チャネルとして設定し処理を終了する（ステップ４１５）。一方、ステップ４０
９で８９チャネルが使用不可である場合、リンク失敗（ステップ４１３）として処理を終
了する（ステップ４１５）。
【００１８】
次に、図６の制御チャネル選択処理Ｂ（ステップ６０６）の詳細を図５に戻って説明する
。制御チャネル選択処理Ｂが開始されると（ステップ５０１）、親機１００は、自機と子
機２１０間で既に使っている通話チャネル（図６の実線）を確認する（ステップ５０３）
。本実施の形態に用いているコードレス電話システムは、１ｃｈ～２６ｃｈ及び６６ｃｈ
～８８ｃｈを通話チャネル帯域としており、無線回路１１１及び無線回路１１２のチャネ
ル間隔を２０ｃｈ以上離すことを前提としている。よって、既に使っている通話チャネル
（図６の実線）が７０ｃｈ～８８ｃｈである場合には制御チャネルを４６ｃｈに設定する
（ステップ５０５）。続いて、４６ｃｈは使用可であるか否か確認する（ステップ５１５
）。確認の結果、使用不可である場合、リンク失敗として（ステップ５１９）処理を終了
する（ステップ５２５）。ステップ５１５で４６ｃｈが使用可であると判断された場合、
４６ｃｈを制御チャネルとし（ステップ５２１）、処理を終了する（ステップ５２５）。
【００１９】
ステップ５０３に戻って、既に使用している通話チャネルが１～２６ｃｈ又は６６～６９
ｃｈである場合には４６ｃｈ、８９ｃｈ両者とも制御チャネルの候補となるため、成功履
歴（図３）を参照する（ステップ５０７）。そして、前回成功時の制御チャネル（４６ｃ
ｈ）が使用可であるか否か確認する（ステップ５０９）。確認の結果、使用可である場合
には４６ｃｈを制御チャネルとし（ステップ５１１）、処理を終了する（ステップ５２５
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）。
ステップ５０９の結果、４６ｃｈが使用不可である場合には、もう一つの制御チャネル（
８９ｃｈ）が使用可であるか否か確認する（ステップ５１３）。確認の結果、使用可であ
る場合には８９ｃｈを制御チャネルとし（ステップ５１１）処理を終了する（ステップ５
２５）。８９ｃｈが使用不可である場合にはリンク失敗として（ステップ５１９）処理を
終了する（ステップ５２５）。
【００２０】
次に、図７を用いて外線通話を行なっている子機２１０が他の子機２２０へ取り次ぎを行
なう際のシーケンスを説明する。ステップ７０１において外線通話を行なっている子機２
１０が［保留／内線］ボタンを押下すると（ステップ７０３）、子機２１０から親機１０
０へ保留／内線信号が送出される。同信号を受信した親機１００は、ＡＣＫ＋外線保留信
号を子機２１０へ送出する。同信号を受信した子機２１０は外線保留状態に移行する（ス
テップ７０５）。続いて子機２１０から親機１００へ［２］キー信号が送出される。同信
号を受信した親機１００は、折り返し子機２１０へＡＣＫ＋子機間内線待機信号を送出す
る。同信号を受信した子機２１０は子機間内線待機状態へ移行する（ステップ７０７）。
【００２１】
続いて、親機１００は制御チャネル選択処理Ｂを実行する（ステップ７０９）。制御チャ
ネル選択処理Ｂが終わると、同処理によって設定された制御チャネルを用いて親機１００
から子機２２０へＳｃｈ指定信号が送出される。同信号を受信した子機２２０は折り返し
ＡＣＫ信号を親機１００へ送出する。続いて親機１００から子機２２０へ、ＳＣＨ移動確
認信号が送出される。なお、このとき使用する通話チャネル（鎖線）は、親機１００－子
機２１０間で使用している通話チャネル（実線）とは別のものである。同信号を受信した
子機２２０は、折り返しＡＣＫ信号を親機１００へ送出する。続いて親機１００から子機
２１０へ内線保留発信信号が送出される。同信号を受信した子機２１０は折り返しＡＣＫ
信号を親機１００へ送出する。一方、子機２１０はＡＣＫ信号送出と同時に内線リンガを
鳴動させる（ステップ７１１）。
【００２２】
子機２１０からＡＣＫ信号を受信した親機１００は子機２２０に保留内線着信信号を送出
する。同信号を受信した子機２２０は折り返しＡＣＫ信号を送出する。また、子機２２０
はＡＣＫ信号送出と同時に内線リンガを鳴動させる（ステップ７１３）。内線リンガの鳴
動に応じてフックオフした子機２２０は（ステップ７１５）親機１００から送出される保
留子機間内線通話信号を受信する。その後、子機２１０と子機２２０とで内線通話が開始
される（ステップ７１７）。ステップ７１７の内線通話が開始されると、親機１００から
子機２１０へ保留内線発信信号が送出される。同信号を受信した子機２１０は、折り返し
ＡＣＫ信号を親機１００へ送出する。続いて、子機２１０がフックオン（ステップ７１９
）するとフックオン信号が子機２１０から親機１００へ送出される。同信号を受信した親
機１００は、折り返しＡＣＫ＋リンクオフ信号を子機２１０へ送出する。続いて親機１０
０は子機２２０へ外線通話不可信号を送出する。同信号を受信した子機２２０は、折り返
し親機１００へＡＣＫ信号を送出した後、外線通話を開始する（ステップ７２１）。図７
における制御チャネル選択処理Ｂの詳細な説明は、図６における制御チャネル選択処理Ｂ
のそれと同様であるため省略する。
【００２３】
このように、本発明によると、過去のリンク処理の成功／失敗に基づいて制御チャネルの
設定するため、妨害波の影響を事前に防ぐことが可能となり、リンク処理時間を短縮する
ことも可能である。さらに、親機に搭載した無線回路で使用するチャネル間隔を一定値以
上に保つため、帯域内にスプリアスが発生しないという利点がある。
以上、本発明の実施の形態を記したが、本発明は図１～７を用いて説明した実施の形態に
限定されず、例えば、使用する制御チャネルの数、及び各周波数は適宜変更することが可
能であることは明らかである。
【００２４】
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【発明の効果】
このように本発明によると、リンク処理時間を短縮し、かつ帯域内にスプリアスが発生し
ないコードレス電話システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態の親機を示すブロック図。
【図２】本発明の実施の形態の子機を示すブロック図。
【図３】本発明の実施の形態の成功履歴のデータ構成図。
【図４】本発明による制御チャネル選択の処理フロー図。
【図５】本発明による制御チャネル選択の処理フロー図。
【図６】子機同士で内線通話をするときのシーケンス図。
【図７】他の子機に外線の取り次ぎを行うときのシーケンス図。
【図８】従来のコードレス電話システムの制御チャネル選択の処理フロー図。
【符号の説明】
１００　　　　　　　　　親機
２００，２１０，２２０　子機
１２９，２４１　　　　　ＲＡＭ
１１４　　　　　　　　　Ｅ 2ＰＲＯＭ
２４０　　　　　　　　　ＲＯＭ
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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